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図15西南日本の花筒岩類の酸素同位体比(石原･松久1977).

領家帯の花開砦は酸素18にとんでいる
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16図変成作用の進行にとも潅う鉱物間の酸素同位体分別

の変化(Gム肌IcKandEpsTEIN,1966)

じだった筈である.それカミ現在の海水が火成岩に比

べておよそ6パｰミル酸素18に乏しくなっているのは

海底での粘土鉱物の形成によって海水から酸素18がと

り去られた結果であると考えられる.

海底で粘土鉱物が形成される一方海面では海水カミ水

蒸気となって蒸発している.大気中の水蒸気は凝縮し

て雲をつくり雲の中の水滴は雨と校りて地表に降って

くる.図9ですでにみたように水蒸気と水が共存す

るとき酸素18は水の方に濃集する.そこで大気申

の水蒸気は海水よりも酸素18に乏しくなる.したカミ

っでそのような水蒸気に由来する雨水や雨水に由来

する地表水や地下水は図7にみるようにすべて海水

にくらべて酸素18に乏しいのである.天水にみられる

同位体分別は蒸溜塔で水をくりかえし蒸溜する過程に

似ている.一高緯度地方や山の高所はちょうど蒸溜塔

の最上部に相当し質量の小さい同位体が最も濃集して

いる部分である.

雨水は地下にもぐって地下水となり地下で鉱物と接

触して同位体交換反応をおこす･火成作用の最終段階

や鉱床が形成される過程ではこの地下水と鉱物の反

応が重要な働きをすることが酸素や水素の同位体の研

究からあきらかにされている.次の章ではこの地下

水と岩石･鉱物との同位体交換反応についていくつか

のトピックスをご紹介しよう.(つづく)
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